
◇

解
答
者
総
数

33
名

◇

全
題
正
解
者

16
名

誤

無

A
B
C

平
均

①
野
口
賢
治

2
1
5
17
42.03

②
金
子
清
志

1
2
16
10
12.55

③
小
川
悦
勇

3
3
18
7
02.72

④
橘

圭
吾

11
4
10
5
12.56

⑤
須
川
卓
二

6
10
9
6
02.60

（
注
）
本
稿
は
、
詰
パ
ラ
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
を
加
筆
し
、
全
短
評
も
掲
載
し

ま
し
た
。
折
角
書
い
て
頂
い
た
短
評
が

そ
の
ま
ま
死
蔵
し
て
も
も
っ
た
い
な
い

で
す
の
で
詰
パ
ラ
編
集
部
の
了
解
を
得

て
完
全
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
作

成
し
ま
し
た
。
な
お
イ
ー
ジ
ー
ミ
ス
誤

解
者
の
評
も
実
名
で
掲
載
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
誤
了
承
下
さ
い
。

ご
了
承
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
御
面

倒
で
す
が
連
絡
頂
け
れ
ば
削
除
い
た
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆･･･

詰
パ
ラ
掲
載
の
く
る
ぼ
ん
筆
。

★･･･

今
回
加
筆
し
た
私
の
筆
。

「*
」･･･

短
評
者
上
の
は
と
誤
解
を
意

味
し
て
お
り
ま
す
。

詰
パ
ラ
出
題
：
平
成
18
年
11
月
号

解
答
発
表

：
平
成
19
年
2
月
号

☆

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
詰
四
会

事
務
局（
雑
用
係
）の
来
島
で
す
。

無
事
に
第
１
回
会
合
が
開
催
で

き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
総

手
数
か
ら
敬
遠
さ
れ
た
の
か
解

答
者
は
意
外
と
伸
び
ま
せ
ん
で

し
た
。

【
課
題
】
４
に
ち
な
ん
だ
作
品

①

入
選
17
回

札
幌
市

野
口
賢
治

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金

馬

王

龍

金2

桂

銀

龍

角

金

玉

桂

桂

66
金
、
54
玉
、
65
金
、
同
龍
、

66
桂
○イ
55
玉
、
54
金
、
同
金
、

64
馬
、
同
金
、
67
桂
迄
11
手

○イ
同
龍
は
44
金
、
同
金
、
53
金
迄
。

投
稿
時
作
者
コ
メ
ン
ト
―
変
化
紛
れ
も

な
け
り
ゃ
純
粋
な
捨
駒
も
無
い
、
な

い
な
い
尽
く
し
ハ
イ
ハ
イ
レ
ベ
ル

（
赤
ち
ゃ
ん
の
意
味
）
で
す
。
拙
作

の
詰
上
り
は
実
は
四
国
の
形
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
つ
も
り
で
し
た
。
独
り
善

が
り
の
苦
し
い
形
で
す
が
気
は
心
で

す
か
ら
・
・
・

イ
メ
ー
ジ
図

詰
上
図

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金

桂

桂

龍

なし

桂

銀

角

玉

玉

金

龍

☆

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
は
る
か

北
国
か
ら
作
品
を
送
っ
て
く
れ

第
１
回

詰
四
会
作
品
展

完
全
バ
ー
ジ
ョ
ン

担
当

来
島
直
也

た
く
ぼ
ん



た
野
口
さ
ん
。
解
答
強
豪
ら
し

か
ら
ぬ
や
さ
し
い
作
品
で
登
場

と
な
り
ま
し
た
。

★

詰
四
会
発
足
を
祝
い
わ
ざ
わ
ざ
北

海
道
よ
り
投
稿
が
届
き
ま
し
た
。

面
識
も
な
い
の
に
こ
の
心
配
り
に

は
感
謝
感
謝
で
す
。
詰
上
図
が
四

国
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
と
は
誰
も

気
づ
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ

の
作
意
が
詰
手
順
以
上
に
超
難
解

で
し
た
ね
。
ち
な
み
に
私
の
住
む

新
居
浜
市
は
玉
の
お
尻
辺
り
で
す
。

テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
な
ど
を
見

て
い
る
と
四
国
４
県
の
県
名
を
言

え
な
い
人
の
多
い
こ
と･･･

皆
さ

ん
は
言
え
ま
す
よ
ね
。

中
沢
照
夫
―
客
寄
せ
に
最
適
な
初
形
曲

詰
。
Ｂ

神
谷
薫
―
象
形
で
短
手
数
で
各
駒
の
意

味
付
け
が
そ
れ
な
り
に
判
り
や
す
い

と
い
う
私
好
み
の
作
。
Ｂ

弘
光
弘
―
龍
の
利
き
に
打
つ
66
桂
が

い
い
感
触
。
Ｂ

☆

と
い
っ
た
好
意
的
な
評
の
反
面
、

賀
登
屋
―
初
形
文
字
型
で
双
玉
に
す
る

な
ら
、
攻
方
王
へ
の
よ
り
強
い
意
味

付
け
が
欲
し
い
。
Ｃ

☆

と
い
っ
た
辛
口
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
７
手
目
の
45
金
打
の

余
詰
消
し
で
十
分
だ
と
思
う
の

で
す
が
。

☆

他
の
作
品
の
難
易
度
が
高
す
ぎ

た
の
で
評
価
の
面
で
割
を
く
っ

た
と
い
う
一
面
は
あ
る
で
し
ょ

う
が
第
一
走
者
の
役
目
を
果
た

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
川
健
一
―
遠
い
北
海
道
か
ら
、
よ
う

こ
そ
四
国
へ
。
お
土
産
に
は
、
名
産

の
「
松
山
あ
げ
」
を
ど
う
ぞ
。
Ｂ

天
津
包
子
―
54
金
を
見
つ
け
て
解
決

45
竜
の
紛
れ
に
嵌
っ
た
。
Ｂ

加
賀
孝
志
―
双
玉
の
味
チ
ョ
ッ
ピ
リ
駒

取
り
が
気
に
な
る
作
。
Ｂ

真
保
千
秋
―
金
縛
り
の
龍
。
Ｂ

利
波
偉
―
手
数
の
割
り
に
駒
数
が
多
す

ぎ
る
。
双
玉
に
す
る
意
味
も
よ
く
解

ら
な
い
し
、
不
動
駒
も
多
い
。
Ｃ

早
川
清
一
―
４
の
字
で
ス
タ
ー
ト
、
詰

手
順
に
魅
力
が
あ
る
。
Ａ

凡
骨
生
―
盤
面
曲
詰
を
巧
く
ま
と
め
て

ま
と
め
て
あ
る
。
よ
く
見
れ
ば
歩
な

し
図
式
だ
！
Ｂ

南
石
信
雄
―
う
ま
さ
抜
群
、
楽
し
め
ま

し
た
。

安
原
嗣
治
―
５
手
目
の
66
桂
で
し
び

れ
て
い
ま
す
。
収
束
も
実
に
見
事
な

作
品
で
す
。
Ａ

橋
本
孝
治
―
双
玉
な
の
で
45
龍
の
利

き
に
注
意
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、

３
手
目
45
金
の
紛
れ
を
読
む
と
、

43
桂
の
意
味
が
良
く
分
か
り
ま
す

ね
。

★

45
金
に
同
玉
で
合
駒
桂
打
に
よ

る
逆
王
手
で
上
手
く
逃
れ
て
い
ま

す
。

小
川
悦
勇
―
熱
心
な
世
話
人
の
応
援
に
、

遠
路
は
る
ば
る
駆
け
つ
け
ま
し
た
、

嬉
し
い
で
す
ね
。
Ｂ

小
峰
耕
希
―
駒
取
り
が
ち
ょ
っ
と
露
骨

か
な
ぁ
。
Ｃ

伊
達
悠
―
６
手
目
同
龍
に
少
考
。
後
は

す
ら
す
ら
と
進
み
ま
し
た
。
Ｂ

②

入
選
94
回

東
京
都

金
子
清
志

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

香

歩

銀

龍

飛

角

銀

歩

香

銀

桂

玉

桂

84
飛
、
55
玉
、
54
飛
、
同
玉
、

65
銀
打
○イ
55
玉
、
64
角
、
同
桂
、

51
龍
、
54
角
、
同
龍
、
同
銀
、

56
角
成
、
同
桂
、
73
角
、
45
玉
、



46
角
成
迄
17
手

○イ
63
玉
は
、
45
角
成
、
同
香
、
72
銀
、

62
玉
、
61
龍
、
73
玉
、
63
龍
、

84
玉
、
83
龍
、
95
玉
、
85
龍
ま
で

変
同
。

詰
上
図

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

香馬

歩

銀

銀

なし

歩

香

玉

銀

桂桂

☆

２
番
手
は
東
京
詰
工
房
か
ら
世

話
人
の
金
子
さ
ん
の
登
場
。
思

い
が
け
な
い
有
名
人
の
登
場
に

会
場
は
皆
驚
く
こ
と
し
か
り
。

持
参
の
パ
ソ
コ
ン
に
も
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
（
あ

て
に
し
と
る
ん
か
い
！
）

★

遠
く
か
ら
第
１
回
会
合
に
参
加
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
持
参
頂
い

た
の
が
本
作
で
す
。
私
は
そ
の
場

で
解
図
し
ま
し
た
。

利
波
偉
―
初
手
が
解
れ
ば
ス
ラ
ス
ラ
解

け
る
。
あ
と
は
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
く
手

馴
れ
た
纏
め
方
。
Ｂ

早
川
清
一
―
詰
上
り
が
４
の
字
で
ま
と

ま
る
。
う
ま
い
！
！
Ａ

真
保
千
秋
―
角
が
戻
っ
て
く
る
。

☆

軽
く
邪
魔
駒
消
去
か
ら
入
り
、
大

駒
を
次
か
ら
次
へ
と
捨
て
て
い
っ

て
、
合
駒
の
お
ま
け
ま
で
つ
い
た

見
事
な
出
来
栄
え
か
と
思
っ
て
い

た
ら････

、

凡
骨
生
―
52
桂
が
邪
魔
な
の
だ
！
残

念
な
が
ら
変
同
で
す
ネ
。
Ｂ

☆

６
手
目
が
変
化
同
手
数
駒
余
ら

ず
と
い
う
お
そ
ら
く
作
者
も
気

付
い
て
い
な
い
傷
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
字
に
な

ら
ず
に
首
を
か
し
げ
る
人
数
名
。

こ
れ
に
こ
り
ず
に
ま
た
四
国
に

い
ら
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
川
健
一
―
東
京
か
ら
飛
行
機
？

そ
れ
で
簡
単
に
詰
む
ん
だ
な
。
Ｂ

天
津
包
子
―
６
手
目
63
玉
が
同
手
数

に
な
っ
た
が
・
・
・
Ｂ

加
賀
孝
志
―
遠
路
御
苦
労
様
見
事
な
ア

ブ
リ
出
し
。
Ａ

真
保
千
秋
―
角
が
戻
っ
て
く
る
。
Ａ

高
橋
達
也
―
飛
を
消
去
す
る
手
順
が
浮

か
ぶ
も
裏
づ
け
に
一
苦
労
で
し
た
。

Ａ
中
沢
照
夫
―
パ
ラ
ッ
と
し
た
配
置
か
ら

見
事
に
４
に
収
束
。
Ａ

野
口
賢
治
―
曲
詰
は
形
が
命
。
ピ
カ
一

の
詰
上
り
で
す
。
Ａ

弘
光
弘
―
飛
の
消
去
が
お
も
し
ろ
い
。

詰
上
り
「
４
」
Ｂ

安
原
嗣
治
―
こ
れ
は
珍
妙
。
合
駒
よ
り

逃
げ
る
の
が
延
命
。
Ａ

橋
本
孝
治
―
少
し
大
模
様
で
す
が
、
角

合
や
角
捨
て
で
纏
ま
っ
た
収
束
に
加

え
、
飛
の
原
形
消
去
も
入
り
、
曲
詰

作
成
の
お
手
本
の
よ
う
な
ま
と
ま
り

を
感
じ
る
作
品
。

小
川
悦
勇
―
角
合
い
に
ド
キ
リ
、
最
後

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
Ｂ

賀
登
屋
―
隅
に
あ
る
駒
ば
か
り
６
枚
の

不
動
駒
は
、
頂
け
な
い
。
Ｃ

伊
達
悠
―
；（
一
回
だ
け
で
す
が
）
合
駒

を
入
れ
る
だ
け
で
も
難
し
い
も
の
。

う
ま
く
作
っ
た
も
の
で
す
。
Ａ

③

入
選
15
回

千
葉
県

小
川
悦
勇

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬

銀

香

銀

歩

香

龍

馬

桂

龍

と

銀

玉

歩



65
銀
、
同
銀
、
56
桂
、
54
玉
、

72
馬
○イ
63
桂
、
同
馬
、
同
玉
、

64
歩
、
54
玉
、
52
龍
、
53
桂
、

同
龍
、
同
龍
、
46
桂
、
同
と
、

66
桂
、
同
銀
、
53
銀
成
、
55
玉
、

65
飛
、
同
玉
、
43
馬
、
55
玉
、

54
馬
迄
25
手

○イ
63
歩
合
は
同
馬
以
下
55
に
歩
が

打
て
て
早
い
。

詰
上
図

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

全

馬

桂

香

歩

歩

香

なし

と

玉

銀

投
稿
時
作
者
コ
メ
ン
ト
―
隅
の
老
人
は

相
変
わ
ら
ず
の
暇
。
今
川
さ
ん
が
香

竜
会
用
に
「
Ｋ
」
を
作
っ
て
き
た
の

で
、
お
返
し
に
詰
四
会
用
炙
り
出
し

「
４
」
を
作
り
ま
し
た
。
今
川
さ
ん

曰
く
、「
86
に
置
き
駒
が
欲
し
い
で

す
。」

☆

３
番
手
は
曲
詰
の
大
家
小
川
さ

ん
の
あ
ぶ
り
出
し
作
品
で
す
。

★

小
川
さ
ん
と
今
川
さ
ん
は
隅
の
老

人
コ
ン
ビ
で
ネ
ッ
ト
上
で
も
活
躍

中
で
す
。
い
ち
早
く
投
稿
頂
い
た

の
が
本
作
で
す
。

天
津
包
子
―
初
手
に
迷
う
。
56
桂
打
ち

難
か
っ
た
。
Ａ

*

安
原
嗣
治
―
序
の
三
手
が
カ
ギ
。駒
の

捌
き
が
よ
く
結
構
楽
し
め
た
。

橋
本
孝
治
―
せ
っ
か
く
通
し
た
香
筋
を

す
ぐ
に
塞
い
で
し
ま
う
桂
打
が
抵
抗

感
の
あ
る
手
。

☆

最
初
か
ら
手
の
選
択
に
迷
い
、

桂
で
香
筋
を
ふ
さ
い
だ
後
も
な

か
な
か
手
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

２
度
の
桂
合
の
あ
と
最
後
は
都

で
の
４
の
字
と
な
り
ま
し
た
。

手
順
も
限
定
さ
れ
て
お
り
、
見

事
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
も

う
１
枚
駒
が
あ
れ
ば
よ
り
よ
い

字
形
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
は
望
蜀
で
し
ょ
う
。

今
川
健
一
―
足
摺
岬
は
台
風
の
通
り
道
、

86
の
駒
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
？
Ａ

市
原
誠
―
ま
さ
か
「
４
」
が
で
き
る
な

ん
て
ね
（
驚
）
Ａ

加
賀
孝
志
―
氏
の
作
は
無
理
が
な
い
詰

上
り
も
ス
ッ
キ
リ
４
の
字
限
定
。
Ａ

真
保
千
秋
―
56
同
銀
の
変
化
が
見
え

て
な
か
っ
た
。
Ａ

利
波
偉
―
３
手
目
56
桂
が
難
手
。
以
下

も
難
し
い
。
４
の
字
に
な
る
ヒ
ン
ト

が
無
け
れ
ば
も
っ
と
苦
し
ん
で
い
た

で
あ
ろ
う
。
Ｂ

中
沢
照
夫
―
序
の
紛
れ
は
豊
富
で
あ
る
。

桂
合
２
回
の
後
も
粘
り
の
あ
る
手
順

が
つ
づ
く
。
Ａ

野
口
賢
治
―
２
度
の
桂
合
を
は
ね
返
し

て
65
飛
の
必
殺
技
が
決
っ
た
４
の

字
固
め
。
Ａ

原
雅
彦
―
詰
め
る
だ
け
で
も
大
変
な
の

に
更
に
４
の
字
ま
で
（
多
分
全
て
に

出
る
ん
で
し
ょ
う
ね
）
Ａ

早
川
清
一
―
こ
れ
も
４
の
字
で
ま
と
ま

る
。
実
に
う
ま
い
手
順
敬
服
！
Ａ

凡
骨
生
―
合
駒
が
難
か
「
４
」
い
。
Ａ

小
川
悦
勇
―
自
評
す
る
ほ
ど
で
無
し
Ｂ

賀
登
屋
―
３
手
目
に
打
っ
た
56
桂
が

最
後
ま
で
消
え
ず
、
常
に
開
き
王
手

を
示
唆
さ
せ
る
圧
力
が
残
り
、
見
事

に
深
味
を
出
し
て
い
る
。
Ｂ

伊
達
悠
―
「
４
」
の
形
を
作
る
た
め
に

５
六
に
桂
を
打
つ
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
な
か
っ
た
ら
こ
の
作
品
は
解
け

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
変
化
も
多
量

で
難
解
で
し
た
。
Ｂ

★

３
手
目
が
圧
巻
で
、
実
に
打
ち
難

い
。
作
者
の
感
性
が
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ら
れ
気
持
ち
良
く
解
図
で
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



④

初
入
選

仙
台
市

橘

圭
吾

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

香香

香

なし

圭

玉

馬

歩

歩

桂

桂

歩香

24
香
、
34
玉
、
16
角
○イ
25
銀
、

同
角
、
24
玉
○Ａ
43
角
成
○ロ
25
桂
、

13
銀
、
同
成
桂
、
25
馬
、
23
玉
、

13
香
成
、
同
玉
、
24
馬
、
22
玉
、

34
馬
○ハ
24
香
、
同
香
、
31
玉
、

32
香
、
同
玉
、
23
香
成
、
31
玉
、

43
桂
、
41
玉
、
51
桂
成
、
31
玉
、

32
成
桂
、
同
玉
、
24
桂
、
21
玉
、

12
馬
、
31
玉
、
41
成
桂
、
同
玉
、

23
馬
、
42
玉
、
32
馬
迄
39
手

○イ
25
桂
合
は
同
角
、
24
玉
、
43
角
成
、

25
合
、
16
桂
以
下
早
い
。

○ロ
25
銀
合
は
同
馬
、
23
玉
、
14
馬
、

34
玉
、
25
銀
以
下
早
い
。

○ハ
31
玉
は
23
桂
、
42
玉
、
52
香
成

以
下
早
い
。

○Ａ
13
銀
の
手
順
前
後
は
成
立
し
な

い
。
15
玉
で
逃
れ
。

投
稿
時
作
者
コ
メ
ン
ト
―
盤
面
「
４
」

の
字
で
す
。
会
合
で
は
持
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ず
、
会
合
の
時
間
内
に

創
作
で
き
な
か
っ
た
の
で
移
動
時
間

を
駆
使
し
て
創
作
し
て
み
ま
し
た
。

詰
工
房
作
品
集
「
さ
ん
ら
ん
」
43
番

の
斎
藤
夏
雄
氏
作
を
見
て
い
る
時
に

閃
き
ま
し
た
。

手
順
自
体
は
至
っ
て
簡
単
で
す
が
、

中
合
・
捨
合
が
三
回
入
り
、
更
に
収

束
も
決
ま
っ
て
個
人
的
に
は
改
心
の

出
来
に
な
り
ま
し
た
が
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

私
検
討
で
は
○Ａ
以
外
に
余
詰
・
非
限

定
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
○Ａ
は
個
人
的
に
は
非
限
定
打
と
思

う
ん
で
す
が
余
詰
と
言
わ
れ
て
も
文

句
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆

つ
づ
い
て
は
謎
の
新
人
（
？
）

橘
さ
ん
で
す
。
当
日
無
理
を
い

っ
て
、
そ
の
場
で
こ
し
ら
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
第
一
印
象
は

客
寄
せ
作
品
の
よ
う
で
す
が
、

思
わ
ぬ
罠
が
あ
り
ま
し
た
。
合

駒
の
読
み
が
難
解
で
、
そ
こ
で

間
違
う
人
が
続
出
し
ま
し
た
。

★

第
１
回
会
合
の
写
真
を
見
る
と
下

を
向
い
て
創
作
に
没
頭
す
る
橘
さ

ん
が
見
ら
れ
ま
す
。
↓

加
賀
孝
志
―
中
合
を
入
れ
ゆ
る
や
か
な

手
順
な
れ
ど
駒
の
捌
き
が
心
地
良
い
。

Ｂ
利
波
偉
―
合
駒
制
限
も
あ
っ
て
、
こ
の

粘
り
。
合
格
点
の
初
形
曲
詰
で
す
。

伊
達
悠
―
最
初
見
た
と
き
は
「
簡
単
そ

う
だ
な
～
」
と
思
っ
て
一
番
最
初
に

解
図
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
か
な

か
詰
ま
な
い
。
細
い
攻
め
を
こ
こ
ま

で
つ
な
げ
て
い
く
と
は
驚
き
で
す
。

18
手
目
の
中
合
も
ひ
っ
か
か
り
そ

う
で
怖
い
所
。
お
見
事
で
す
。
Ａ

小
川
悦
勇
―
詰
将
棋
の
神
様
が
降
り
て

来
た
よ
う
な
会
心
作
、
初
入
選
は
ウ

ソ
で
し
ょ
う
。
Ａ

☆

別
の
名
前
で
20
回
以
上
入
選
し

て
お
り
ま
す
。
考
え
て
み
る
の
も
一

考
で
し
ょ
う
。

今
川
健
一
―
四
国
は
田
舎
？
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
風
光
明
媚
で

手
順
も
見
事
。
是
非
一
度
は
、
お
遊

び
に
。
Ａ



*

天
津
包
子
―
９
手
目
16
桂
有
り
か
な

銀
合
は
13
銀
有
り
。
Ｂ

*

神
谷
薫
―
二
歩
禁
と
は
い
え
象
形
で

銀
銀
香
合
は
よ
く
出
来
て
い
る
と
思

う
。
特
に
最
後
の
香
合
は
よ
く
入
っ

た
も
の
。
Ｂ

*

真
保
千
秋
―
初
形
か
ら
は
信
じ
ら
れ

な
い
手
数
。
Ａ

*

中
沢
照
夫
―
収
束
が
は
っ
き
り
し
な

い
の
で
作
意
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

合
駒
で
得
た
銀
を
す
ぐ
に
使
う
と
こ

ろ
が
な
か
な
か
思
い
浮
か
ば
な
い

野
口
賢
治
―
捨
合
、
中
合
、
三
種
合
の

力
作
。
Ａ

凡
骨
生
―
合
駒
の
綾
が
面
白
い
。
Ａ

*

安
原
嗣
治
―
不
思
議
な
作
品
。４
手
目

の
合
駒
探
し
に
時
間
を
要
し
た
。

橋
本
孝
治
―
捨
合
い
３
種
を
含
む
充
実

し
た
手
順
の
初
形
曲
詰
。
９
手
目
25

同
馬
の
き
わ
ど
い
紛
れ
を
乗
り
切
っ

た
の
が
勝
因
？

賀
登
屋
―
（
こ
れ
も
②
と
同
じ
く
）
３

～
５
筋
の
不
動
駒
が
気
に
な
る
、
も

っ
と
躍
動
感
が
欲
し
い
。
Ｃ

⑤

入
選
13
回

新
居
浜
市

須
川
卓
二

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

桂

香

銀

角

龍

香

銀桂2

玉

金飛

金

歩

香

金

銀

桂

23
銀
、
○イ
同
玉
、
24
香
、
○ロ
同
飛
、

35
桂
、
○ハ
12
玉
、
○Ａ
22
金
、
13
玉
、

23
金
、
同
飛
、
同
桂
成
、
同
玉
、

35
桂
、
24
玉
、
22
飛
、
35
玉
、

26
飛
成
、
45
玉
、
44
角
成
、
同
玉
、

46
龍
、
45
歩
、
66
角
、
55
歩
、

同
角
、
同
香
、
35
銀
、
43
玉
、

45
龍
、
32
玉
、
42
龍
、
同
玉
、

43
歩
、
同
玉
、
44
歩
、
○ニ
53
玉
、

54
歩
、
同
玉
、
53
龍
、
同
桂
、
64
金
、

45
玉
、
46
金
迄
43
手

○イ

同
金
は
、
同
香
成
、
同
玉
、

34
銀
成
、
同
玉
、
44
飛
以
下

○ロ

同
玉
は
34
銀
成
以
下

○ハ

13
玉
は
、
23
金
以
下
作
意
と
同

じ
で
２
手
短
い

○Ａ

23
金
は
、
11
玉
で
不
詰

○ニ

32
玉
が
、
33
歩
、
同
玉
、
31
龍

以
下
変
同
（
痛
っ
！
）

☆

今
回
の
ト
リ
は
詰
四
会
代
表
に
つ

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
当

初
予
定
し
て
い
た
作
品
が
余
詰
で

つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
急
遽
代
走
と
あ

い
な
り
ま
し
た
。
こ
の
差
し
替
え

が
無
け
れ
ば
作
品
の
総
手
数
が

123
手
と
面
白
い
こ
と
に
な
っ
た

の
に
残
念
で
す
。
こ
の
趣
向
は
ま

た
別
の
機
会
に
実
現
さ
れ
る
で
し

ょ
う
。

★

差
し
替
え
前
も
43
手
だ
っ
た
ん

で
す
が････

？

早
川
清
一
―
４
の
字
で
完
結
。
見
事
。

Ａ
橋
本
孝
治
―
19
手
目
以
降
の
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
た
独
特
の
感
触
の
手
順
が
面
白

い
の
で
、
序
盤
な
ど
も
こ
の
雰
囲
気

が
続
け
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
口
賢
治
―
こ
こ
ま
で
や
る
か
！
険
し

く
遠
か
っ
た
４
国
へ
の
道
。

☆

こ
の
作
品
に
つ
い
て
真
剣
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
が
岡

崎
さ
ん
。

岡
崎
行
晃
―
⑤
は
難
解
で
し
た
。
約
２

日
と
半
日
考
え
た
。
ま
ず
初
手
に
迷

っ
た･････

そ
れ
と
19
手
目
の
角
の

成
り
捨
て
に
気
づ
か
ず
25
龍
と
し

て
し
ま
い
大
い
に
悩
ん
だ
。
こ
れ
も

四
の
字
の
曲
詰
で
し
た
。
Ａ

☆

こ
の
作
品
の
み
締
切
間
際
に
追

加
で
解
答
が
来
ま
し
た
。
解
答

用
紙
を
作
者
に
お
見
せ
し
た
と

こ
ろ
非
常
に
感
動
し
て
お
ら
れ



ま
し
た
。

今
川
健
一
―
四
国
霊
場
八
十
八
ヶ
所
巡

り
、
同
行
二
人
で
山
坂
越
え
る
。
巡

り
終
え
た
ら
、
四
国
の
地
図
？
考
え

す
ぎ
か
な
。
Ａ

*

天
津
包
子
―
も
う
少
し
違
う
方
法
で

歩
を
稼
い
で
欲
し
か
っ
た
。
44
角
成

以
下
や
り
難
か
っ
た
。「
４
」
に
な
っ

た
か
ら
正
解
と
分
る
の
で
助
か
っ
た

が
。
Ａ

加
賀
孝
志
―
不
動
駒
無
し
、
合
も
入
り

詰
上
り
４
の
字
長
い
手
順
を
見
事
克

服
。
Ａ

神
谷
薫
―
安
い
意
味
付
け
と
は
い
え
歩

合
２
回
は
う
ま
く
入
っ
た
も
の
11

角
～
44
角
成
の
活
用
と
序
の
関
連

も
セ
ン
ス
が
よ
く
、
流
動
派
手
順
と

し
て
は
よ
く
出
来
て
い
る
と
思
う
。

Ｂ
利
波
偉
―
解
図
力
を
生
か
し
た
難
解
曲

詰
。
で
も
詰
将
棋
ら
し
い
の
は
13
桂

を
と
ら
せ
て
消
去
さ
せ
る
辺
り
だ
け

で
、
あ
と
は
力
任
せ
な
手
順
で
ス
マ

ー
ト
さ
に
欠
け
る
。
こ
れ
だ
け
逆
算

し
た
力
量
は
認
め
ま
す
が
、
詰
め
た

時
の
爽
快
感
が
無
い
。
Ｂ

凡
骨
生
―
仲
々
の
力
作
で
す
が
、
36
手

目
33
玉
で
尾
岐
れ
変
同
で
「
あ
ぶ
り

出
し
」
で
は
痛
い
で
す
ね
。
Ｂ

★

33
玉
は
31
龍
以
下
41
手
で
す
の

で
32
玉
の
間
違
い
だ
と
思
い
ま

す
が
ど
ち
ら
に
し
て
も
痛
い
。
指

摘
は
凡
骨
生
さ
ん
１
人
で
し
た
。

小
川
悦
勇
―
詰
上
が
り
形
は
面
白
い
ア

イ
デ
ア
、上
手
く
逆
算
し
ま
し
た
ね
、

感
心
し
ま
し
た
。
Ａ

賀
登
屋
―
素
晴
ら
し
い
、
堪
能
し
ま

し
た
。
Ｂ

伊
達
悠
―
と
、解
け
な
か
っ
た･･･････

た
く
ぼ
ん
さ
ん
だ
か
ら
、
と
い
う
お

世
辞
で
も
な
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

仕
方
な
く
柿
木
で
見
て
み
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
。
す
こ
し
デ
ジ
タ
ル
の

「
４
」
で
し
た
か
。
評
価
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
あ
え
て
す
る
な
ら
Ａ
に
し

た
い
で
す
。
小
駒
だ
け
の
詰
上
が
り

も
好
感
が
持
て
ま
す
。

★

折
角
の
自
作
で
す
の
で
、
創
作
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
度
の
ア
マ
レ
ン
主
催
の
握
り

詰
に
、
詰
四
会
の
設
立
と
合
わ
せ

て
「
４
」
の
字
の
あ
ぶ
り
出
し
で

で
投
稿
し
よ
う
と
創
り
始
め
。
途

中
こ
こ
ま
で
逆
算
し
た
の
が
次
の

図
。
42
銀
成
以
下
発
表
作
と
同
じ

手
順
で
の
13
手
詰
で
す
。
た
く
ぼ

ん
の
解
図
日
記
の
６
月
19
日
の

エ
ン
ト
リ
ー
に
載
せ
ま
し
た
の
で

見
ら
れ
た
方
も
い
た
で
し
ょ
う
。

さ
て
こ
こ
か
ら
逆
算
し
て･･･

と

思
っ
た
ら
握
り
詰
の
為
、
使
用
出

来
る
駒
は
も
う
無
く
、
い
く
ら
や

っ
て
も
こ
れ
以
上
ま
し
な
逆
算
が

出
来
ず
に
や
む
な
く
断
念
と
な
り

ま
し
た
。

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀

銀

龍

香

金歩3

玉と

歩

金

桂

★

仕
方
な
い
の
で
詰
四
会
作
品
展
向

け
に
方
向
転
換
、無
理
や
り
逆
算
。

で
一
応
完
成
を
見
て
詰
パ
ラ
に
原

稿
を
送
っ
た
図
面
が
こ
れ
↓

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

香

桂

金

香

銀

金

龍

香

龍

馬

銀

と玉

金

香

銀

金

桂

全



★

も
の
す
ご
い
構
図
で
す
ね
（
笑
）

初
手
49
金
以
下
の
43
手
詰
で
す
。

そ
し
て
く
る
ぼ
ん
経
由
で
編
集
部

よ
り
23
手
目
17
馬
以
下
余
詰
と

の
報
が･･･

柿
木
で
検
討
は
し
た

は
ず
で
す
が
創
作
途
中
で
余
詰
が

あ
る
図
か
ら
逆
算
し
た
み
た

い･･･

で
す
。こ
こ
メ
ー
ル
が
来
た

の
が
10
月
12
日
で
11
月
号
掲
載

で
す
か
ら
差
し
替
え
期
間
は
４
、

５
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
予
備
作

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
修
正
す
る
以

外
方
法
は
な
く
、
慌
て
て
取
り
掛

か
り
悪
戦
苦
闘
の
末
、
出
来
た
の

が
本
作
。
無
理
や
り
な
感
じ
が
序

盤
に
あ
る
の
は
そ
の
為
？
で
す
。

序
の
引
っ
掛
け
部
分
（
変
化
○ハ
、

紛
れ
○Ａ
が
入
っ
た
の
で
こ
こ
で
妥

協
し
ま
し
た
。
私
っ
て
多
分
長
い

手
数
の
も
の
に
は
向
い
て
い
な
い

で
す
ね
。

【
総
評
】

☆

皆
様
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

天
津
包
子
―
会
好
ス
タ
ー
ト
を
お

祝
い
し
ま
す
。
会
に
出
席
出
来

な
く
て
も
作
品
で
は
と
思
っ
て

ま
す
。

野
口
賢
治
―
祝
詰
四
会
第
１
回
作

品
展
。
定
期
の
開
催
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

賀
登
屋
―
久
し
振
り
に
真
面
目
に

解
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
川
健
一
―
詰
四
会
の
ご
発
足
、
お

め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
第
１
回

の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
豪
華
な
こ
と
、

ま
た
作
品
展
も
見
事
な
作
品
が
並

び
、
良
か
っ
た
で
す
ね
。
創
る
こ

と
は
苦
手
で
す
が
、
解
答
に
は
次

回
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
名

古
屋
在
で
貧
乏
な
私
に
は
、
四
国

は
昔
な
が
ら
の
遠
隔
地
で
す
が
、
メ

ー
ル
な
ら
、
即
一
発
で
繋
が
り
ま

す
。

★

今
川
さ
ん
に
は
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
賀
孝
志
―
写
真
今
度
名
前
書
い
て

ネ
誰
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
遠
い

所
だ
け
ど
会
い
た
い
な
あ
来
年
の

番
付
表
ヨ
ロ
シ
ク
解
い
て
張
り
合

い
出
来
ま
し
た
。

★

６
段
取
得
す
ご
で
す
ね
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

神
谷
薫
―
好
作
揃
い
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
集
合
写
真
は
８
人
で
す
が

撮
影
者
は
ど
な
た
？

★

た
く
ぼ
ん
で
す
。

北
谷
明
子
―
第
１
回
記
念
大
会
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
何
題
か
解
け

ま
し
た
の
で
解
答
参
加
し
ま
す
よ

ろ
し
く
。

高
橋
達
也
―
詰
四
会
発
足
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
合
へ
は
参
加

し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
判
ら

な
い
の
で
す
が
や
っ
ぱ
り
禁
煙
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

★

最
近
は
建
物
自
体
が
禁
煙
で
す
か

ら
ね
。

利
波
偉
―
ち
ょ
っ
と
難
し
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
実
力
者

が
沢
山
い
る
の
は
よ
く
解
り
ま
し

た
の
で
、
次
回
は
簡
単
な
作
品
を

お
願
い
し
ま
す
。（
こ
れ
で
は
大
学

ク
ラ
ス
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
よ
。

★

無
い
袖
は
振
れ
な
い
と
言
い
ま
す

か
。
集
ま
っ
た
の
が
こ
の
５
作
だ

け
で
す
の
で･･･

私
の
は
調
整
出

来
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。反
省
。

橋
本
孝
治
―
５
題
の
中
で
は
、
４
が

一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
ぜ
ひ
伸
び
て
欲
し
い
新
人
で

す
ね
。

★

フ
ェ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
も
期
待
大

で
す
ね
。

小
川
悦
勇
―
長
手
数
の
記
入
が
大
の

苦
手
で
す
、
無
解
よ
り
は
マ
シ
な



の
で
送
り
ま
す
。（
全
題
不
正
解
で

も
構
い
ま
せ
ん
）

★

小
川
さ
ん
は
頭
１
手
と
最
終
手
の

み
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

厳
正
な
解
答
審
査
で
不
正
解
扱
い

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
短

評
は
全
て
書
い
て
頂
き
感
謝
感
謝

で
す
。

小
峰
耕
希
―
会
員
の
く
せ
し
て
殆
ど

解
け
て
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

伊
達
悠
―
結
局
５
番
だ
け
が
無
理
で

し
た
。
で
も
い
つ
も
は
解
か
な
い

手
数
ま
で
解
い
た
の
で
ち
ょ
っ
と

は
満
足
で
す
。
次
回
の
課
題
は
、

「
陣
形
図
式
」
で
す
か･･･････

が

ん
ば
っ
て
み
ま
す
。

★

第
２
回
会
合
に
は
参
加
し
て
く
れ

た
伊
達
君
。
遠
い
と
こ
ろ
あ
り
が

と
う
。
詰
備
会
の
期
待
の
星
で
す

の
で
、
注
目
し
て
い
ま
す
。
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

☆

あ
と
写
真
が
だ
れ
で
す
か
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
の
で
、
紹
介

を
し
ま
す
。
前
列
左
よ
り
久
保
、

金
子
、
斎
藤
、
後
列
橘
、
弘
光
、

来
島
、
竹
村
、
吉
田
、
撮
影
須

川
で
す
（
敬
称
は
略
）。
た
く

ぼ
ん
の
顔
写
真
が
見
た
い
方
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要
望
を
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
顔
が
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

☆

次
回
も
大
盛
況
だ
と
い
い
な
！

【
全
題
正
解
者
】

今
川
健
一

岡
崎
行
晃

加
賀
孝
志

賀
登
屋

國
吉

進

坂
本
竜
雄

真
保
千
秋

関
末
凱
康

高
沢
武
夫

利
波

偉

野
口
賢
治

早
川
清
一

福
村

努

凡
骨
生

南
石
信
雄

橋
本
孝
治

【
４
題
正
解
者
】

神
谷

薫

日
下
道
博

原

雅
彦

毛
内
敏
雄

伊
達

悠

【
３
題
正
解
者
】

天
津
包
子

北
谷
明
子

真
保
千
秋

中
沢
照
夫

柳
原
克
佳

【
２
題
正
解
者
】

高
橋
達
也

出
崎

守

弘
光

弘

安
原
嗣
治

【
１
題
正
解
者
】

市
原

誠

林
八
江
子

小
川
悦
勇

小
峰
耕
希

【
当
選
者
】
誌
代
１
ヶ
月
文
入
帖

岡
崎
行
晃

関
末
凱
康

凡
骨
生

★

最
後
に
幻
の
作
品
展
１
番
を
掲
載

し
ま
す
。元
原
稿
の
１
番
で
す
が
、

詰
パ
ラ
か
ら
蹴
ら
れ
て
し
ま
い
泣

く
泣
く
削
除
し
た
作
品
。
詰
四
会

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
殻
を
破
っ
た

新
し
い
事
を･･･

と
考
え
て
い
た

だ
け
に
残
念
で
し
た
。「
４
」
に
ち

な
ん
だ
に
一
番
相
応
し
か
っ
た
作

品
で
す
。

幻
の
１
番

高
知
市

竹
村
孔
明

後
手
番
よ
り
始
め
る

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

龍

歩

銀

香

角

金

なし

玉

龍


